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大
西
議
員
の
一
般
質
問

○ 

基
地
問
題
　

 
 

地
域
住
民
、
周
辺
自
治
体
と
一
緒

　
に
反
対
運
動
を

○ 

愛
宕
山
開
発
　

 
 

艦
載
機
乗
員
の
宿
舎
検
討
に
つ
い

　
て

　
土
砂
単
価
に
つ
い
て

○ 

新
庁
舎
建
設
　

 
 

入
札
方
法
、
分
離
発
注
に
つ
い
て

○ 

学
校
給
食
　

 
 

業
務
委
託
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

以
上
四
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

 

市
民 

周
辺
自
治
体
と

   

　
　
一
緒
に
反
対
運
動
を

　
井
原
市
長
は
岩
国
基
地
機
能
の
強

化
と
夜
間
離
着
陸
訓
練
の
受
け
入
れ

反
対
を
明
確
に
国
に
伝
え
ま
し
た
。

　
大
西
議
員
は
市
長
の
対
応
を
評

価
、
同
時
に
座
間
市
や
相
模
原
市
で

行
な
っ
て
い
る
反
対
運
動
に
学
ん

で
、
自
治
会
連
合
会
や
周
辺
自
治
体

に
申
し
入
れ
を
行
い
、
反
対
の
共
同

行
動
を
進
め
る
よ
う
提
案
。

　
市
長
は
適
切
に
対
応
し
た
い
と
答

弁
。

 

山
田
議
員
の
一
般
質
問

　
農
業
問
題
、
道
路
問
題
、
基
地
問

題
、
農
村
整
備
事
業
の
四
項
目
の
質

問
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
に

　
　
　
　
　
　
地
場
野
菜
を

　学
校
給
食
に
地
元
食
材
を
「
当
面
、

１
日
１
品
」
を
使
用
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
は
提
案
を
踏
ま
え
実

施
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
遊
休
農
地
の
活
用
に
つ
い
て

 

新
庁
舎
建
設
は

 

談
合
排
除
、
分
離
発
注
を

　
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
施
行
業

者
が
決
ま
っ
て
い
る
と
の
文
書
が
郵

送
さ
れ
て
お
り
、
談
合
を
排
除
し
た

適
正
な
入
札
を
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
分
離
発
注
に
つ
い
て
は
、
地
元

業
者
育
成
、
官
公
需
法
に
も
と
づ
く

地
元
優
先
発
注
の
立
場
か
ら
、
地
元

業
者
同
士
の
共
同
企
業
体
方
式
の
採

用
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
２
社
特

定
建
設
共
同
企
業

体
方
式
に
よ
る
公

募
型
指
名
競
争
入

札
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

 

庁
舎
工
事
分
離

発
注
項
目
・
日
程

表
は
下
記
の
通
り

で
す
。

　　
山
口
県
の
平
均
8.2
％
に
比
べ
岩
国

市
は
16.6
％
と
高
い
こ
と
を
指
摘
し
、

農
業
を
志
し
た
い
人
に
有
利
に
貸
し

借
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
市
民

農
園
等
の
制
度
を
広
く
市
民
に
知
ら

せ
、
遊
休
農
地
の
減
少
に
努
め
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　
市
は
市
民
農
園
の
募
集
や
安
心
し

て
農
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
る
よ
う

県
、
J
A
等
の
関
係
機
関
と
協
調

し
、
取
り
組
み
を
強
め
る
と
答
弁
。

国
道
188
号
と
国
病
前
の

　
　
市
道
と
の
交
差
点
の

　
　
　
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
市
は
国
道
188
号
の
線
形
改
良
・
取

付
箇
所
の
拡
幅
と
市
道
用
地
の
確
保

が
必
要
で
、
土
地
利
用
や
道
路
構
造

及
び
施
行
方
法
等
新
た
な
課
題
が
生

じ
、
岩
国
南
道
路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

を
含
め
検
討
と
答
弁
。

　
山
田
議
員
は
、
こ
こ
の
交
差
点
問

題
は
岩
国
市
が
従
来
か
ら
何
度
も

「
立
体
交
差
す
る
こ
と
が
最
善
の
方

法
」
と
答
弁
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で
早
急

に
対
応
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま

た
交
差
点
改
良
が
実
施
さ
れ
る
ま
で

の
対
策
と
し
て
、
市
道
藤
生
町
27
号

線
等
の
改
良
を
求
め
ま
し
た
。

市
議
会
議
員

大
西
　
明
子

山
田
　
泰
之

藤
本
ひ
ろ
し

　
愛
宕
山
開
発
地
域
に

　
　
　
　
米
軍
住
宅
検
討
か
？

　
５
月
５
日
の
東
京
新
聞
に
「
沖
合

い
移
設
後
に
艦
載
機
の
乗
員
宿
舎
建

設
を
日
本
に
求
め
て
い
る
。
広
大
な

住
宅
地
と
な
る
愛
宕
山
地
区
が
あ

る
。
新
た
な
米
軍
住
宅
が
建
設
さ
れ

れ
ば
、
N
L
P
用
の
宿
舎
と
し
て
も

利
用
可
能
と
な
る
」
と
報
道
。

　
大
西
議
員
は
こ
の
報
道
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
愛
宕
山
開
発
事
業
は
、
新

住
宅
市
街
地
開
発
事
業
と
し
て
進
め

て
い
る
。
現
行
法
で
は
米
軍
住
宅
の

建
設
は
困
難
と
答
弁
。
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５
月
５
日
の
「
日
米
親
善
デ
ー
」
で

の
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」
の
低
空

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
を
民
家
や
市
街

地
の
上
空
で
実
施
し
な
い
よ
う
米
軍

に
申
し
入
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

 

市
当
局
は
市
民
に
認
知
さ
れ
て
い

る
と
し
て
中
止
要
請
は
行
わ
な
い
と

答
弁
。

 

持
ヶ
峠
の
遊
歩
道
事
業

 

当
初
議
会
で
否
決
さ
れ
、
規
模
・
内

容
を
変
更
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で

規
模
は
小
さ
く
て
も
無
駄
な
公
共
事

業
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。
　

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

 

「
市
民
生
活
を
支
え
る
道
路
整
備
の
推
進
を
求
め
る
要
望
決
議
」
に

日
本
共
産
党
市
議
団
は
反
対
し
ま
し
た
。

 

こ
の
要
望
決
議
書
の
主
な
内
容
が
「
道
路
特
定
財
源
は
す
べ
て
道
路

整
備
に
充
当
」
と
あ
り
、
一
兆
四
四
〇
〇
万
円
か
け
た
東
京
湾
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
は
閑
古
鳥
が
鳴
い
て
お
り
、
更
に
太
平
洋
側
に
東
京
湾
口
道
路

や
関
門
海
峡
に
も
う
一
つ
の
橋
な
ど
、
全
国
６
海
峡
を
橋
と
ト
ン
ネ
ル

建
設
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
市
議
団
は
道
路
特
定
財
源
を
普
通
の
税
金
と
同
じ
よ
う

に
使
途
を
限
定
せ
ず
に
一
般
財
源
に
組
み
入
れ
、
福
祉
や
教
育
そ
し
て

市
民
生
活
密
着
型
の
公
共
投
資
に
使
う
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
藤
本
議
員
の
一
般
質
問

藤
本
議
員
は
基
地
問
題
、
歴
史
教

科
書
問
題
、
核
兵
器
廃
絶
宣
言
都
市

看
板
設
置
の
三
点
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。　

　

　
基
地
問
題

厚
木
基
地
と
N
L
P
の
岩
国
移
転

問
題
は
９
人
の
議
員
が
質
問
で
取
り

上
げ
ま
し
た
。

藤
本
議
員
は
今
回
の
米
軍
再
編
が

ソ
連
崩
壊
後
の
世
界
制
覇
を
目
指
す

ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
再
編
で
あ
る
こ

と
。
し
か
も
日
本
の
自
衛
隊
を
手
足

と
し
て
使
う
狙
い
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
指
摘
し
「
戦
後
60
年
こ

の
ま
ま
外
国
の
軍
隊
が
日
本
に
駐
留

し
続
け
て
い
い
の
か
」
と
異
常
性
を

訴
え
、
井
原
市
長
に
最
後
ま
で
厚
木

基
地
と
N
L
P
の
岩
国
移
転
に
反
対

の
態
度
を
続
け
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。井

原
市
長
は
市
民
生
活
の
安
全
安

心
が
根
底
か
ら
破
壊
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
答

弁
し
ま
し
た
。

　
歴
史
教
科
書
問
題

こ
の
夏
採
択
予
定
の
教
科
書
の
見

本
本
を
閲
覧
し
た
こ
と
も
紹
介
し
な

が
ら
扶
桑
社
の
歴
史
教
科
書
を
採
択

し
な
い
よ
う
求
め
て
質
問
し
ま
し

た
。
扶
桑
社
の
歴
史
教
科
書
は
、
日

中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
つ
い
て

「
日
本
が
や
っ
た
戦
争
は
立
派
な
戦

争
で
あ
っ
た
」
「
あ
の
戦
争
は
日
本

の
安
全
保
障
と
『
自
存
自
衛
』
の
戦

争
だ
っ
た
」
ま
た
「
ア
ジ
ア
諸
国
の

開
放
が
目
的
だ
っ
た
」
と
い
う
風
に

歴
史
を
ゆ
が
め
て
描
い
て
い
る
。

二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
も
書
い
て
な
い
教
科
書

を
選
ん
で
は
な
ら
な
い
と
求
め
ま
し

た
。
　
　
教
育
委
員
会
は
個
々
の
教

科
書
に
つ
い
て
は
採
択
の
手
続
き
中

で
答
え
ら
れ
な
い
と
答
弁
。

「核
兵
器
廃
絶
宣
言
都
市
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
看
板
設
置

庁
舎
立
替
で
撤
去
さ
れ
て
い
る

が
、
被
爆
60
年
の
区
切
り
の
年
で
も

あ
る
の
で
再
設
置
を
と
求
め
ま
し

た
。
こ
の
質
問
に
基
づ
き
市
は
早
速

横
断
幕
を
市
民
会
館
側
４
階
に
設
置

し
ま
し
た
。

「
教
科
書
問
題
」
の
請
願

 「米海軍厚木基地機能の岩国移転に反対

する要望決議」を全会一致で採択しまし

た。決議は「地域住民は長年にわたり航空

機の騒音や墜落の危険性等、基地による諸

障害に悩まされ続けており、これ以上の基

地機能の拡大、強化は受忍の限度を超え、

到底受け入れられるものではない」「今回

の移転は、沖合い事業完了後の新滑走路を

使用した N L P の実施ということが危惧さ
れ、更に本市のまちづくりの根幹をなす総

合計画にも支障を来すことが懸念されるこ

となどから、これを到底容認することはで

きない」という内容で、政府に基地機能の

移転を行なわないよう強く要望したもので

す。

米海軍厚木基地機能

           　　　　  移転反対

道
路
特
定
財
源 

一
般
財
源
へ

焦
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
保

守
系
議
員
の
紹
介
で
提
出
さ
れ
て

い
た
「
教
科
書
採
択
」
を
め
ぐ
る

請
願
は
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会

で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
で
は
、
請
願
内
容
の
３
項

目
の
内
、
審
議
会
の
氏
名
公
表
に

つ
い
て
及
び
教
科
書
選
定
資
料
の

数
値
化
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究

が
必
要
と
し
て
「
継
続
審
議
」
の

意
見
と
「
採
択
」
と
す
る
意
見
と

が
３
対
３
と
同
数
と
な
り
ま
し

た
。大

西
委
員
長
の
裁
決
で
「
継

続
」
と
な
り
ま
し
た
。

共
産
党
提
出
の
「
現
行
制
度
を

守
っ
て
」
と
い
う
請
願
は
否
決
さ
れ

ま
し
た
。


